
① 学校生活について
　児童数は、２８６名で、個別支援学級は４学級、１～
６年は２学級である。児童は落ち着いた雰囲気の中で
学習に臨み、休み時間は外で遊んだり思い思いに過
ごしたりするなど比較的のびのびと過ごしている。一
方で、集団生活に馴染めなかったり、学校に居心地
のよさを十分に感じられていなかったりする児童もい
る。
　令和６年度に行った「横浜市学力・学習状況調査」
における児童のアンケート調査では、学年にばらつき
があるが、数値的には横浜市の平均上回る結果だっ
た。「学校は安心できる場所だと思うか。」「学習するこ
とは好きか。」という項目などは、値が低い学年もあっ
た。このことから、各教科での学習をはじめ、道徳教
育や特別活動などを通して、より安心して進んで活動
に取り組むことのできる子どもの育成を目指していき
たい。
② 自己意識について
　項目によっては平均値を下回るところもあるが、大
幅に平均値を上回るところも多い。「自分のことが好き
か」という項目では、ほとんどの学年が平均を上回り、
学校や家庭、地域生活において達成感や自己有用感
を感じる児童が多いことがうかがわれる。「相手の立
場になって、その人の気持ちを考えるようにしていま
すか。」高学年ほど相手の気持ちを考えている児童の
割合が高くなっていた。
　また、「いじめは、どんな理由があってもいけないこ
とだと思うか。」という項目では、市の平均と同等か下
回る割合が他の項目と比べて比較的高かった。いじ
めがなぜいけないのか考えさせるとともに、指導して
いく。また、児童の思いを大切にしながら、学校生活
の充実を図ることで、よりよい人間関係を形成してい
きたい。

互いを大切な存在として尊重し、受け入れ合いながら、一人ひとりが安心して自分らしさ
を発揮して、進んで活動する子の育成。

目標を実現するための具体的行動プラン

上
半
期

①道徳科を要とした学校の教育活動を通じた道徳教育に関する具体的な手立て
・道徳的価値について自分事として考えるきっかけになるように、主体的に考えるような導入や、
実践への意欲を高めるような終末などの授業の工夫
・道徳教育全体計画・別葉と連動させた指導計画
②育成を目指す具体化した資質・能力と関連付けた具体的な手立て
１．夢や希望、目標をもてる子ども
・将来や生活との関連を意識した授業づくり
・様々な「本物」に触れる体験も含む豊かな体験活動
・自分づくりパスポートの活用
２．社会性や協働性、課題解決能力やコミュニケーションスキルのある子ども
・まちの人の力の活用（見守り隊、図書ボランティア、花ボランティア、協働本部のみなさん）
・児童会活動（ふれあい二小っ子の会、委員会活動等）やクラブ活動を中心に、友達と協力して
取り組むことのよさを実感する。

下
半
期

①同上
②育成を目指す具体化した資質・能力と関連付けた具体的な手立て
１．自分も他人も大切にする子ども
・どの子も安心して生活する権利があり、尊重される存在であるということを全教育活動を通して
実践する。
・ともに同じ地域で過ごしている一員としてかかわりを楽しんだり、互いのよさや特性を認め合っ
たりする。
２．個人の価値を尊重したり、自他の敬愛と協力を重んじたりすることができる子ども
・学校全体で組織的・計画的な交流教育の実施
・ひの特別支援学校との年間を通した計画的な交流
・学校カウンセラーの活用
・児童会活動や学校行事（運動会、二小っ子フェスティバル）を中心として活動をもとに、自分や
友達を大切に取り組むよさを実感する。

豊かな心の育成推進プラン

重点取組分野 具体的取組

豊かな心
①異学年交流活動を大切にし、子どもの思いを積極的に取り入れながら自己有用感や所属感、自他を大切にする気持ちを育む。②子ども一
人ひとりが自分らしさを発揮できるように、特別活動を中心として活躍の場を充実していく。③幼稚園や保育園、特別支援学校や高等学校など
学区を中心とした異校種の施設との交流を大切にし、地域の身近な社会と繋がる機会を充実させ、多様な人たちとの関わりを通して豊かな心
を育む。担当 ふれあい活動部

豊かな心に関わる本校の状況 今年度の目標


